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と
あ
る
１
日

楢
なら

村
むら

 達
たつ

也
や

くん
高梁城南高校

環境科学科２年
生物環境コース

AM ８：00　登校

　

身
長
を
尋
ね
る
と
「
１
７
３
㌢
く

ら
い
で
す
」。
し
か
し
、
今
年
度
の
始

め
に
計
っ
た
と
い
う
そ
の
数
値
よ
り

だ
い
ぶ
大
き
く
見
え
る
、
成
長
期
の

楢
村
君
で
す
。

　
１・２
限
目
の
「
環
境
科
学
Ⅰ
」
は
、

高
梁
城
南
高
校
独
自
の
「
学
校
設
定

科
目
」
で
す
。
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は

PM １：30　総合実習

PM ５：30　下校

問 

高
梁
城
南
高
校 

　

 

☎
22
‐
２
２
３
７

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
の

害
獣
を
捕
獲
す
る
「
わ

な
猟
」
の
研
究
。
地
域

の
課
題
が
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
５・
６
限
の
総
合
実
習
は
、
ホ
ワ
イ

ト
ヒ
ラ
タ
ケ
の
採
取
と
袋
詰
め
の
作

業
。
こ
れ
は
後
日
、
商
品
と
な
っ
て

市
場
に
並
び
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
作

物
等
の
売
り
上
げ
が
、
次
の
実
習
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

農
業
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て
も
、

剣
道
部
員
と
し
て
も
、
４
月
か
ら
最

終
学
年
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
の

取
材
で
名
刺
を

受
け
取
り
、「
初

め
て
も
ら
っ

た
。
大
人
み
た

い
で
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

　　PM ３：40
部活動（剣道部）　

AM11：55　国語総合

AM10：55　数学Ｉ
AM ８：55　環境科学Ｉ

山本 真也さん
やまもと しんや　24 歳　川上町地頭

　真也さんは、大正 15年から続く、山本

モータース・山本自転車商会の４代目。小

さいころから、おじいちゃんをまねて、自

転車を分解して遊んでいたそうです。

　現在は消防団をはじめ、各種団体での活

動に積極的に参加。「頼まれたら断われな

くて…。会合が終わってから仕事を夜中ま

ですることもあります」と言いながらも、

うれしそうな笑顔を見せます。

　「今の工場が狭いので、近所の皆さんや

お客さんが気軽にお茶を飲みに来て、話を

してもらえるような店に改築するのが目標

です。『ノー』とは言わないので、何でも

相談してください。若いパワーで何でもや

ります」と力強く話してくれました。
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　「第 37回愛らぶ高梁ふれあいマラソン」（同実
行委員会主催）が開催され、10㌔の城下町コー
ス、５㌔の愛らぶコース、３㌔のふれあいコース
の３コース12部門に、1019人がエントリーし、
858人が完走しました。
　沿道の声援を受けながら、ランナーたちは本町
通りなど、城下町の趣が色濃く残る町並みの中を
駆け抜けていきました。

2/14
城下町を駆け抜ける

家族らの声援を受けながら疾走

高梁総合福祉センター周辺

ま ち の 出 来 事

ま ち の 出 来 事

ち の 出 来

ま ち の 出 来 事

ま
の 出 来
の 出出

ちちち のののののの 出出 来カメあら まちの

　「第29回体力つくり なりわ神楽マラソン」（同
実行委員会主催）が開催されました。神楽コース
（５㌔）、町並みコース（３㌔）、ふれあいコース
（1.4㌔）の３コース９部門に、263人が参加。神
楽のオブジェが並ぶ成羽の町並みや成羽川沿いの
コースを元気に走りました。
　昨年の女子全国高校駅伝大会で６位入賞した、
興譲館高校女子陸上部の選手も参加しました。

3/6
春を感じて神楽のまちを走る

スタートから全力疾走

成羽文化センター周辺

　保存修理中の県指定重要文化財・旧吹屋小学校
校舎の現場見学会が開催されました。
　普段は見られない修理現場の公開に、約 100
人が参加。屋根瓦を間近に見ながら、設計監理担
当者の説明に熱心に聞き入っていました。
　次回の見学会は、３月 26 日（土）の午前 10 時
～午後３時に開催（雨天中止）。屋根瓦撤去後の状
況を見学できます。

3/5
文化財を間近で

説明を熱心に聞く参加者

旧吹屋小学校

　「おもてなし研修会」（高梁市観光協会主催）が開
催され、市民ら約 230 人が観光客を迎える「お
もてなしの心」にふれました。
　美作市・ゆのごう美春閣女将の永山泉水さんを
講師に迎え、お客さんと接する時の配慮や気持ち
の共有などの秘訣を学びました。永山さんは、観
光地に必要なものは「笑顔」であり、笑顔がある
場所に人が集まると話しました。

2/14
笑顔に人が集まる

事例を交えながら説明する永山さん

文化交流館


